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明舞団地街開き 40周年記念明舞まちづくり公開講座 

セミナー「新しい住まいづくり～コレクティブハウス」記録
主催：兵庫県､都市再生機構､兵庫県住宅供給公社､神戸まちづくり研究所､明舞まちづくりサポーター会議 

 

日時・会場 ： 2004年 11月 5日（金）19:00～20:51 明舞まちづくり広場 

参 加 者 ： 18名（スタッフ６名含む） 

１．開会挨拶（依藤庸正：神戸県民局） 

今日から 4 回にわたりまして、明舞団地街開き 40 周年の後期公開講座を開催させていただきます。
第 1 回目は、「新しい住まいづくり～コレクティブハウス」をテーマに、遊空間工房の野崎瑠美さんに
お越しいただいています。私は平成 7年の震災の時に県庁で住宅政策の担当係長をしており、コレクテ
ィブハウジングを導入しようということで、北欧にその調査に行きました。今では、復興公営住宅から

民間のコレクティブにどんどん広がっているというような状況だと思います。今日はそういったコレク

ティブハウジングのいろいろなお話をしていただきます。 
 

２．『新しい住まいづくり～コレクティブハウス』（野崎瑠美：㈱遊空間工房） 

コレクティブハウジングというのは、住民が集まってみんなで共用空間を活かしながら暮らすという

住まいかたです。コーポラティブ(話し合いをしながら作り上げていく手法)ハウスという言い方は聞か
れたことがあるかもしれませんが、コレクティブとよく似た言葉なので、混同される方がいるかもしれ

ません。 
コレクティブハウジングは震災後生まれ、復興公営住宅の中に取り入れられ、民間でも取り組まれて

実現していっています。｢コレクティブ｣というのは本来は海外から取り入れた住まい方なので、海外と

は文化が違うため、そのまま取り込もうとすると無理があるように思います。住んでいる人にとっては、

自分たちの安心できる住まいを作りたいだけなので、「コレクティブ」という言い方をされたくないと

おっしゃられる方もあるようです。私は、コレクティブハウジングを｢協同居住｣という言い方でお話し

するようにしています。お互いに協力しながら住む暮らしかたと思っています。 
 
● 震災後の仮設住宅の事例より 
芦屋の呉川町にあった地域型仮

設が評判を呼び、見学に行きまし

た。ただ一緒に食事をするという

空間があるだけで、住んでいる方

の心が晴れて、安心で、人と交流

できることで寂しくなかったとい

うことがよくわかりました。高齢

者が安心できる仕掛けというのが

何なのかを示唆してくれる形でし

た。 
 
 
 

＜神戸市地域型仮設住宅＞ 
 土地が少ないから二階建

てになった。共同のトイレ、

食堂、洗面所があり、無味

乾燥な部屋が並んでいる。

一室にライフサポートアド

バイザー(以下 LSA)がいる。
高齢者にとっては安心であ

った。 
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● フェルドクネッペンのコミュニケーションの仕組み（TOTO通信 VOL.11 1995 sep-oct） 
一方で、震災後建築の仲間たちとの勉強会では、コレクティブハウスという事例もいち早く取り上げ

ていました。雑誌で紹介されたフェルドクデネッペン(スウェーデン)のコレクティブハウスは、1993年
にできたもので、設計段階から 5年近くもの間、住民が｢どのような住まいにするか｣を何度も話し合っ
ていました。スウェーデンでは賃貸、家賃は 5 万くらいの公営住宅が多く、フェルトクネッペンは 36
～74平米の部屋が 43室、5階建てでまとめられています。 
入居者の約束は、①40歳以上の方で ②6週間に一度料理当番が回ってくる というのがあり、一緒に

食事をすることがコレクティブハウジンクといわれる住まいの特長と紹介されました。 
 当初、コレクティブハウスというのは“一緒に食事をする住まい”と受け止めたのですが、実際オラ

ンダ、デンマークのコレクティブハウスなどはいつも食事を一緒にするところは少なく、（フェルドク

ネッペンのように）食事を順番に作るというところがそんなにあるわけではないことがわかりました。

日本は和・洋･中いろんな物を食べるので、日本人にとって「毎日みんなで同じものを一緒に食べる」

というのは、なかなか根付かないのではないかと感じていました。 
またヨーロッパでは、一棟 25～30 戸の小さな規模のもので、分譲は少なく、賃貸が多いのが特徴で
す。コレクティブの形のものがたくさんあるなら、そこのコレクティブに合わない場合、違うところに

いけばいいということができるので、賃貸がいいと最初は思っていました。 
 
● 兵庫県でできた復興コレクティブハウス 
震災後、コレクティブハウジング応援団によっ

て、兵庫県の復興住宅の中にコレクティブ が実
現されていきました。居住者の応援ということで

力を入れましたが、なかなかうまく復興公営住宅

の中で活かされなかったことも現実にはありま

す。というのも、復興という中で「元の地域に近

かった」など、入居に際しコレクティブの趣旨に

必ずしも賛同していないケースが多く、共用部分

の光熱費などの負担などが大きいことから、リー

ダーによってはうまく活用できなかったのです。

しかし、空間があるということは、うまく活用さ

れる可能性があると思っています。これからどん

どん発展していけばいいなと願っています。 
また、兵庫県が、全国に先駆けて｢新しい住ま

い方｣を取り入れたことは、すばらしいことだっ

たと感じています。 

＜宮城から送られた仮

設住宅(芦屋呉川)＞ 

 平屋建て。真ん中に

食事室やお風呂があ

る。各部屋にはトイレ

と洗面台。真ん中に共

用の食事室があるとい

うのが大きな違い。芦

屋の特養喜楽園職員が

張り付くことで専門性

の高いケアがあり、居

心地がよく、安心。 
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● 民間コレクティブハウスの試み｢ココライフ魚崎｣～高齢者支援型協同居住～ 
閑静な住宅街にあるこのお家は、70歳代のご夫婦が住んで

おられました。震災で 1階部分が壊れ、ご主人が亡くなられ
ました。更地になった後、奥さんは 3人の子どもさんのお家
で順に過ごし、大事にされるけれども、気疲れすることも多

かったようです。 
「元の場所で暮らしたい！！安心でき

る建物を作ってほしい」という気持ち

が大きくなり、元の土地での再建を依

頼されていました。 
 

一方で、｢てみず公園｣にあった地域型仮設の方で、今後も LSA の方と一緒に
暮らしたいと（地域型仮設では LSA が力を発揮し、住まれている方の支えにな
った。信頼が厚かった。）いう要望がありました。 
これら二つの要望をドッキングする形で、住まい建設を実現させることになっ

たのです。 
 

 
 
バス道に面した敷地 80 坪、4 階建ての建物。１階部分はグル
ープハウスになっており、交流室、共同の食堂（1階の人は毎日
作ってもらって食べている。２階以上の人も、頼めば有料で一緒

に食事ができるし、配食もある）とトイレ、風呂、４つの個室（洗

面台、テレビ、電話などがある）があり、NPO 法人てみずの会
が運営しています。 
２階以上はコレクティブ(独立住居)になっており、70歳以上の
方(年齢制限をしたわけではない)が住んでいます。屋上にくつろ
ぎの空間があり、体操などもできます。2階部分のテラスにも物
干しやベンチを置き、住民が出てきて話ができる空間を設けてい

ます。 
お互いが行き来をし、話をしたり、てみずの会運営の介護の専

門家が 24時間体制でいることが、居住者の安心を支えています。 

(上) ココライフ魚崎 

(右) ココライフ魚崎図面 

 

 

交流スペースでの活動 

ボランティアの出入りが多く、とてもにぎやか。

活動に参加しない人でも、眺めているだけでも寂

しくない。仮設住宅の仲間たちとの同窓会が開か

れ、復興住宅に移った人もこられる。 
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● グループハウス｢ココライフ御影｣～閉鎖医院ビルの活用～ 
ココライフ魚崎に入居を希望する人が、次々と後を立たなくなり、サ

テライトとしてグループハウスを作りたいという相談を受けていまし

た。高校の寮の改装など検討しましたがうまくいきませんでした。そん

な時、閉鎖していた産婦人科の病院が御影にあり、建て替えてマンショ

ンにすることも検討されましたが、壊すのもお金がかかるし、建て替え

ても大きなマンションは立てられないし、採算性も悪い、うまく中を使

ってくれないかという依頼があり、改築して使うことになった。 
いかにもそのまま使えそうだったが、建

築基準法、消防法などで制限があり、予想

以上に費用がかかるので、結局、病院から

グループハウスへ、用途変更の申請をしま

した。 
可能な限り引き戸にしたり、床をタイル

カーペットにして歩きやすくしたり、入り

口に三つ折れスロープをつけました。また、

全体的に暗かったので、ガラスを入れて室

内に光を取り入れるようにしました。 
 
 
 

1階の交流スペースは間仕切りをとって広げました(約 65平米)。も
ともと病院だったので、既存の広い事務室を活用でき、ココライフ魚

崎に比べると、職員の体制がとりやすくなっています。今年の 2月に
出来上がり、ご夫婦や一人暮らしの方が入居されています。 
運営面に関して、決してケアだけをしている施設ではなく、入居者

は自分たちでできることはする、自分の住まいとして生活することか

ら、代表の桑原さんは｢絶対寝たきりを作らない。｣と誇りに思ってお

られます。 
デンマークなどでは、施設はほとんど解消して、住まいとして作り

かえられている。デンマークの高齢者の住まいをよく視察されている

松岡洋子さんも、この施設を見られて非常に感激してくださいました。 

てみずの会の運用方針 
できることは自分で何でもやる。車椅子生

活の方が歩けるようにもなる。 

改装前の建物内。昭和 47年に建てら
れたもので、現在の建築基準法では既存

不適格建築物となる。一定の範囲を超え

る増改築等を行う場合には、同法の規定

に適合するように既存の部分の手直し

を行わなければならなかった。 
建築基準法でグループハウ

スは、寄宿舎という部類に入

る。高齢者の建物なので、消

防の法律により、スプリンク

ラーの徹底や、避難バルコニ

ーなどをめぐらせるなどかな

りの費用がかかった。 

｢ココライフ御影｣設立パーティー 
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● 多世代型共同居住｢芦屋 17℃｣～多世代で支えあうふれあいの暮らし～ 
ココライフ御影は、コレクティブといいながら｢高齢者支援型｣

であった。もっと多世代で助け合って暮らす協同居住ができない

かということで、「芦屋 17℃」が誕生しました。 
名前は何度も話し合って、住民が命名しました。建物の中に 17
戸あり、“みんなのぬくもりが１℃ずつ集まって 17℃”というこ
とで、「芦屋 17℃」となりました。 
私たちはKECハウス(コレクティブ･エコロジー･コーポラティ

ブ＝コレクティブな住まい、緑に囲まれたエコロジーな暮らし、

コーポラティブという共同建設組合を作って建てる)推進事務局
という形で動きました。 
 
 

 
二つの敷地を合わせて計画、初め

に相談を受けた地主の方からは、社

会的に意義のある建物にしたいとい

う要望があり、もう一方の地主はこ

の際処分して参加したいという思い

があり、一緒に計画することになり

ました。｢コレクティブ｣という住ま

い方に共感して参加したのではない

ということが後になって尾を引いて

しまい、結構苦労しました。 
いろんなコレクティブを見てきて、

地域型仮設の成功例なども見ている

と、住民同士で助け合うには限度が

あり、第３者がいることでコミュニ

ティが豊かになるのではないかと考

え、LSAを置くことを提案しました。 
 
 

最初の１年間 LSAをおくことができました。住民は 30～70代
まで多世代にわたり、若い家族は、「ここだったらもう一人子供

が生める」と、つい最近もう一人赤ちゃんが生まれました。子ど

もが熱を出しても、元気なほうの子どもを LSA に預けて病院に
いくことができたり、買い物を頼んだりできるので、LSAを頼り
にしていたし、高齢の方にも、事務室にいつも誰かがいることで

安心感を与えたり、お茶を一緒に飲もうと声をかけてくれること

1階の共有部分 
図書コーナー、事務所、会議室、和室(1 泊
500円)、共同キッチンがある。 

芦屋 17℃1階見取り図 
1 階の共有部分が約 170 平米あり、1 戸当たり 10 平米余分に持っているこ
とになる。価格も１世帯ずつそれだけ分負担になっている。 

建物全景 
雨水を活用する仕組みや、壁面緑

化でできるだけ緑に親しめる仕

組みがある。 
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で住民間の潤滑油として、LSAの役割を果
たしていました。LSAの人件費については、
各戸負担などいろいろ提案していましたが、

そんな時、芦屋市高齢者いきがい支援事業

をNPOに委託するという話があったので、
NPO 法人芦屋 17℃倶楽部を立ち上げ、受
託することになりました。当初から無理を

せずにやりましょうとお話していたのだが、

人件費を捻出するために非常にがんばられ

て、それが負担になってきたことや、芦屋

市の財政が苦しくなってきて、１事業ごと

の精算となったため、いったん LSAを解雇
することになりました。現在は週 2回だけ
NPOの職員として来てくれています。 

 
 
 
 

 
70歳代のひとり暮らしの方は、ごく前には土日などはしゃべる人もいなかったが、ここでは交流スペ
ースに来たら非常に安心だったり、家族みたいになっているので、しょっちゅうおかずが行き来してい

ます。風邪を引いたりすると皆さんから差し入れが来たり、若い独身の方などは、仕事で遅く帰ってき

てもわが家に帰ってきたという安心感があり、お休みの日にはカラーコーディネートなどで住民と交流

したりと、それぞれに自分の生活スタイルにあった形で、交流空間を活かして暮らしておられます。 
 
みんなが集まって、顔を合わす機会があるというのは、

住民同士のコミュニティを作るきっかけになるし、こうし

なければならないという決まりもないし、それぞれの人の

生活にあった

｢暮らし方｣を

それぞれが見

つけていける

ものだと思い

ます。 
 

食事会の様子 

□復興公営住宅の報告より□ 
大規模復興公営住宅は、コミュニティが非常に進んでいるという報告がある。そこには LSAが張り

付いている。高齢者は LSAがいるところにはいつでも出て行きやすく、顔を合わせる機会が多くなっ
て、話が進んでうまくコミュニティが形成されていったと言う結果が出ているそうだ。 
一方、小規模で LSAがいない復興公営住宅はとじこもりが多く、コミュニティ形成が遅れている。

助けてあげると言っても、「あの人はいつも私ばかりに頼ってくる」とか、高齢者は遠慮をしてしまっ

てなかなか頼みにくいとかが日本人にはあるので、そういうものに対して第３者がちょっといること

で、かなり潤滑油になるということがわかる。

 

絵手紙、カラーコーディネート、煎茶、川柳、

健康マージャン、映画シアター、コンサートな

ど、地域に開けた交流が広がっている。遠いと
ころからこられる方もいらっしゃる。 
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● 支えあいとふれあいの生活のために 
コレクティブハウジングに関わ

ってきて、感じていることがいくつ

かあります。ひとつは楽しさを感じ

る共有空間作り。そこに行けば何か

があると感じられるような共有空

間があれば、おのずとそこから何か

が生まれてくると思います。ひとつ

は、他人との上手な距離のとり方。

それぞれの人にあった距離のとり

方が必要なのだと思います。ひとつ

は、違う考え方を許容する生き方。

今までそれぞれがそれぞれの思い

で生きてきたわけで、同じ考え方の

人ばかりとは限らない、｢そういう

考え方もある｣と許容していかない

と、対立が生まれてしまいます。こ

ういう住まいで暮らしていく中で、

大事な部分なのではないかと思っ

ています。もうひとつは、一緒にい

て楽しい仲間作り。一緒にいて楽し

いと思えたら、いろんな試みが生ま

れてくるはずです。 
いいことばかりではありません。

対立が起こったり、びっくりするこ

とがあったりします。しかし芦屋

17℃では、特に若い住民の方がとても明るくて、ギョーザパーティーとかたこ焼き大会とか、いろんな
ことを企画してくれます。そして、みんなも参加して楽しい時間をすごしながら、｢一緒にいて楽しい

な｣と実感できます。いやだったことも忘れ、「楽しい方向に行きたい」とみんなが思っているのが実感

としてわかります。こんな営みから、｢一緒にいて楽しい｣という暮らし方がみんなに感じてもらえるの

だと思います。 
 
今後、これから住む人によっていろんなことが起こってくるのかもしれません。しかし、そのときに

はみんなで知恵を出し合って考えようというのが住民の共通する思いです。地域の社会資産を活用しよ

うとも言っているので、誰かが食事を作ることができなくなれば、地域に配食サービスをしてもらうと

か、栄養士さんの手を借りて一緒にご飯を作り配ろうとかという営みも生まれてくると思います。 
自分たちはどんどん成長していくんだという思いが感じられます。こうしなければならないというこ

とではなく、自分たちがより充実した暮らし方をするためにどうしたらいいのか知恵を出し合おうとい

うのが共通の思いであることがひしひしと伝わってきます。 
 
日本にはコレクティブがまだ非常に少ないです。今後、コレクティブがたくさんできてきた場合は、

自分にあったところを選ぶことができる環境になるかもしれないし、賃貸という形ができてくるかもし

れません。今回は分譲の形にしたが、分譲だとすぐには出て行けないので、そのことが自分たちの住ま

いをよりよくして行こう、困難を乗り越えようという強い気持ちをみんなに起こしています。問題解決

に主体的になれるので、ある意味分譲もいいのかなと思っています。 
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● 質疑応答 
 

ココライフは NPOが管理しているが、管理会社がやっているような役割はどうなっているか？ 

 
ココライフには管理会社は別に入っていて、管理会社がやるお仕事は NPO は携わっていません。
一般にいう管理組合の役割は NPOが担っています。 
 

 
国家資格はありません。マンション管理の役割でなく、また、誰か一人の人に厚くケアするのでは

なく、入居されている住民（の生活や交流）のサポートをする役目です。24時間管理人がいるマンシ
ョンに住んでいらっしゃった方が住民にいますが、LSAがいてくれることで得られる安心感は、以前
とは質の違うものだったと話されています。 
 

コレクティブハウスで起った問題を教えてください。 

 
たとえば｢芦屋 17℃｣では、交流スペースで支援事業を展開するにあたり、居住者以外の人がたくさ
ん入ってくることに少し抵抗を感じる方も中にはいらっしゃいました。コレクティブハウスに住んで

いる人がその人たちに行っているプログラムは参加しやすいが、たとえば地域の方がたくさん来られ

るプログラムなどは参加しにくいということもあったようです。 
しかし、住民も地域の方と交流したいという思いはあって、たとえば若い方が子育て支援をしたい

とか、近所の子どもたちをここで遊ばせて、みんなでご飯を作って食べて･･･ということは、住民は

みんな賛成でした。地域に解放することはいいことだとは思っているのですが、行き過ぎないよう｢こ

こまでは大丈夫｣というバランスをとるのがとても難しいのです。 
｢芦屋 17℃｣では、実際は気心が知れてうまくやっていますが、はじめからコレクティブにかかわっ
ていた人の思いと、後から入居する人との気持ちに差があることもありました。住む人全員が集まっ

て、こういう住まいにしようときめるのが理想的ですが、マンションの価格が下がる中、はじめから

コーポラティブ方式を希望する人ばかりを集めることも実際は難しいです。 
 

交流スペースの支援事業では、外部の人からの使用料金は取っているのですか？ 

 
「芦屋 17℃」で展開した支援事業は、芦屋市からの委託なので、材料費は別として、市内在住の方
からの使用料をいただけないことになっています。今年からは、市外の方からは使用料をいただくこ

とになりました。 
支援事業にこられた閉じこもりがちだったお年寄りが、自分たちがやっている事業に出てこられて

泣いて喜ばれたということがありました。そのことは、住民にとってもすごく感激だった話を聞きま

した。支援事業を展開していくことは、住民には大変なこともありましたが、この話は住民の支えに

なっただろうと感じています。 
 
 
 
 
 
 

LSAについて、たとえば国家資格などはあるのですか？ 
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｢芦屋 17℃｣では、共有スペースの維持管理費の積立金などはどうしていますか？ 

 
共用部分を使う人は使用料(和室は 1泊 500円、キッチンや交流スペースは 150円、会議室は 100
円など)を支払っていて、それを貯金して修繕費にあてています。 
また、交流スペースを使って支援事業をやっているということから、芦屋市から、月 3万円、年間

36万円の補助金を管理組合のほうに入れてもらっています。それを積み立てて、修繕積立金に加えて
います。芦屋市の支援事業を含め、交流スペースをどんどん使って、積立金で直しましょうというこ

とで住民も合意をしています。 
 

古いものを使ってコレクティブにすることはできますか？ 

 

皆さんが顔を合わせて、集まるところがあるというのは、どこに誰がいるということがわかる機会

となります。これからはそういう必要性もありますから、たぶん増えていくだろうと思っています。

日本ではそれだけのスペースが取りにくいので少ないですが、海外のコレクティブは、工芸の部屋と

か編み物をする部屋とかといった趣味に活かした部屋などがよくとられています。囲碁や将棋をする

部屋があって、いつ行っても誰かがいるとなれば、楽しいことになっていくだろうと思います。 
北欧のほうでは福祉が進んでいるので、高齢者のコレクティブが多いし、環境共生を重視したもの

とか、シングルマザーのためのコレクティブなども多いようです。アメリカでは、中庭で食事してい

るときに子どもたちはキッズルームで遊んでいるというような、みんなで育てる子育て支援のコレク

ティブもあります。 
これから日本もいろんなニーズにあったコレクティブができてくるだろうと思います。たとえば団

地の中で空き部屋があるとしたら、それを利用して共有スペースにすることができると思います。 
 
今明舞では高齢者が多いのですが、支え合いとふれあいということで、高齢者と若い人と一緒にひ

とつの団地の中で住んでいけたらいいと思っています。住民の意見を、どういう方向でまとめていっ

たらいいでしょう？ 
高齢者の問題もありますが、子育てをしている方の中も、ストレスがたまって子育てに自信が持て

なくて行き詰っている人がいます。たとえば、そういう人が近所に住んでいるいろんな経験のある方

からのお話を聞いて、｢そうか、普通のことだったんだ｣ということだけでもとても救いになると思い

ます。そのような交流があれば、お互いにとっていいと思うので、仕掛けを何かの形でどんどんして

いけたらいいなと思います。 
 
 

３． 閉会挨拶（依藤庸正：神戸県民局） 

この後期公開講座は、今日を含めて 4回、同じ場所で同じ曜日の同じ時間で開催します。来週は、野
崎さんのお話にも出てきましたように、「高齢者～NPOが支える」をテーマに、実際の支援をされてい
るてみずの会の桑原さんにお越しいただきます。第 3回は、同じく高齢者で「高齢者～地域で支える」
をテーマに西須摩だんらんの日埜さんにお越しいただきます。最後の 4回目は、今までの取り組みの締
めとして、野崎隆一さんの「住民主体の団地再生～マンション改造・建替」の話がありますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 
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